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公
益
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
国
土
交
通
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
案
新
旧
対
照
条
文

○
船
舶
安
全
法
施
行
令
（
昭
和
九
年
勅
令
第
十
三
号
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
一
条

船
舶
安
全
法
第
一
条
乃
至
第
五
条
、
第
七
条
第
一
項
、
第
七
条
ノ
二
、
第
八

第
一
条

船
舶
安
全
法
第
一
条
乃
至
第
五
条
、
第
七
条
第
一
項
、
第
七
条
ノ
二
、
第
八

条
、
第
九
条
第
一
項
、
第
二
項
及
第
六
項
、
第
十
条
乃
至
第
十
条
ノ
三
、
第
十
一
条

条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
二
項
及
第
六
項
、
第
十
条
乃
至
第
十
条
ノ
三
、
第

第
一
項
乃
至
第
三
項
、
第
十
二
条
、
第
十
七
条
乃
至
第
十
九
条
、
第
二
十
条
乃
至
第

十
一
条
第
一
項
乃
至
第
三
項
、
第
十
二
条
、
第
十
七
条
乃
至
第
十
九
条
、
第
二
十
条

二
十
二
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
五
条
の
七
十
一
乃
至
第
二
十
七

乃
至
第
二
十
一
条
ノ
二
、
第
二
十
三
条
乃
至
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十

条
、
第
二
十
九
条
ノ
三
、
第
二
十
九
条
ノ
四
第
一
項
及
第
三
項
並
ニ
第
二
十
九
条
ノ

七
条
、
第
二
十
九
条
ノ
三
、
第
二
十
九
条
ノ
四
第
一
項
及
第
三
項
並
ニ
第
二
十
九
条

五
ノ
規
定
ハ
日
本
船
舶
ニ
非
ザ
ル
船
舶
ニ
シ
テ
同
法
第
二
十
九
条
ノ
七
各
号
ノ
一
ニ

ノ
五
ノ
規
定
ハ
日
本
船
舶
ニ
非
ザ
ル
船
舶
ニ
シ
テ
同
法
第
二
十
九
条
ノ
七
各
号
ノ
一

掲
グ
ル
モ
ノ
ニ
之
ヲ
準
用
ス

ニ
掲
グ
ル
モ
ノ
ニ
之
ヲ
準
用
ス

第
二
条

船
舶
安
全
法
第
十
三
条
及
第
二
十
三
条
ノ
規
定
ハ
日
本
船
舶
ニ
非
ザ
ル
船
舶

第
二
条

船
舶
安
全
法
第
十
三
条
及
第
二
十
二
条
ノ
規
定
ハ
日
本
船
舶
ニ
非
ザ
ル
船
舶

ニ
シ
テ
同
法
第
二
十
九
条
ノ
七
第
一
号
又
ハ
第
二
号
ニ
掲
グ
ル
モ
ノ
ニ
之
ヲ
準
用
ス

ニ
シ
テ
同
法
第
二
十
九
条
ノ
七
第
一
号
又
ハ
第
二
号
ニ
掲
グ
ル
モ
ノ
ニ
之
ヲ
準
用
ス

第
三
条

船
舶
安
全
法
第
二
十
五
条
の
四
十
八
第
一
項
（
同
法
第
二
十
五
条
の
六
十
八

、
第
二
十
五
条
の
七
十
、
第
二
十
八
条
第
七
項
及
第
二
十
九
条
ノ
三
第
三
項
ニ
於
テ

準
用
ス
ル
場
合
ヲ
含
ム
）
ノ
政
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
期
間
ハ
三
年
ト
ス

第
四
条

船
舶
安
全
法
第
二
十
五
条
の
五
十
八
第
三
項
（
同
法
第
二
十
五
条
の
六
十
八

、
第
二
十
五
条
の
七
十
、
第
二
十
八
条
第
七
項
及
第
二
十
九
条
ノ
三
第
三
項
ニ
於
テ

準
用
ス
ル
場
合
ヲ
含
ム
）
ノ
政
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
費
用
ハ
同
法
第
二
十
五
条
の
五
十

八
第
二
項
第
六
号
ノ
検
査
ノ
為
同
号
ノ
職
員
ガ
其
ノ
検
査
ニ
係
ル
事
務
所
又
ハ
事
業

所
ノ
所
在
地
ニ
出
張
ス
ル
ニ
要
ス
ル
旅
費
ノ
額
ニ
相
当
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
此
ノ
場
合
ニ

於
テ
其
ノ
旅
費
ノ
額
ノ
計
算
ニ
関
シ
必
要
ナ
ル
細
目
ハ
国
土
交
通
省
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
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定
ム

第
五
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）
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○
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
百
八
十
六
号
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
登
録
実
施
機
関
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
一
条

国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
第
一
項

の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

（
関
係
大
臣
と
の
協
議
）

第
二
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
よ
う

国
土
交
通
大
臣
は
、
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
勧
告
が
、
国
立
公
園
の
区
域
内
の
ホ
テ
ル
又
は
旅
館

勧
告
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
勧
告
が
、
国
立
公
園
の
区
域
内
の
ホ
テ

に
対
し
て
行
わ
れ
る
と
き
は
環
境
大
臣
に
、
公
衆
衛
生
の
改
善
を
図
る
事
項
を
内
容

ル
又
は
旅
館
に
対
し
て
行
わ
れ
る
と
き
は
環
境
大
臣
に
、
公
衆
衛
生
の
改
善
を
図
る
事

と
す
る
と
き
は
厚
生
労
働
大
臣
に
、
そ
れ
ぞ
れ
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

項
を
内
容
と
す
る
と
き
は
厚
生
労
働
大
臣
に
、
そ
れ
ぞ
れ
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。
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○
気
象
業
務
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
一
号
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
検
定
を
要
す
る
気
象
測
器
）

第
一
条
の
二

法
第
九
条
の
政
令
で
定
め
る
気
象
測
器
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

温
度
計

二

気
圧
計

三

湿
度
計

四

風
速
計

五

日
射
計

六

雨
量
計

七

雪
量
計

（
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
係
る
地
震
に
関
す
る
情
報
の
報
告
）

（
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
係
る
地
震
に
関
す
る
情
報
の
報
告
）

第
一
条
の
二

（
略
）

第
一
条
の
三

（
略
）

（
登
録
検
定
機
関
の
登
録
の
有
効
期
間
）

（
指
定
検
定
機
関
の
指
定
の
有
効
期
間
）

第
九
条

法
第
三
十
二
条
の
六
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

第
九
条

法
第
三
十
二
条
の
六
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。
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○
建
設
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
登
録
の
有
効
期
間
）

第
二
十
七
条
の
二
の
二

法
第
二
十
六
条
の
七
第
一
項
（
法
第
二
十
七
条
の
三
十
二
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

（
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
講
習
手
数
料
）

第
二
十
七
条
の
二
の
三

法
第
二
十
六
条
の
十
八
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、

一
万
五
百
円
と
す
る
。

（
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
経
営
規
模
等
評
価
等
手
数
料
）

（
経
営
事
項
審
査
手
数
料
）

第
二
十
七
条
の
十
四

法
第
二
十
七
条
の
三
十
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
の
う
ち

第
二
十
七
条
の
十
四

経
営
事
項
審
査
の
手
数
料
の
額
は
、
二
万
四
千
四
百
円
に
法
第

経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
に
係
る
も
の
は
、
八
千
百
円
に
法
第
二
十
七
条
の
二
十
三

二
十
七
条
の
二
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
建
設
業
者
が
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
建

第
一
項
に
規
定
す
る
建
設
業
者
が
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
建
設
業
（
次
項
に
お
い

設
業
（
以
下
「
審
査
対
象
建
設
業
」
と
い
う
。
）
一
種
類
に
つ
き
二
千
五
百
円
と
し

て
「
審
査
対
象
建
設
業
」
と
い
う
。
）
一
種
類
に
つ
き
二
千
三
百
円
と
し
て
計
算
し

て
計
算
し
た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
二
十
七
条
の
二
十
四
第
一

た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
経
営
状
況
分
析
機
関
に
経
営
状
況
分
析
を
行
わ
せ
る
場
合
に

２

法
第
二
十
七
条
の
三
十
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
の
う
ち
総
合
評
定
値
の
請

あ
つ
て
は
、
八
千
五
百
円
に
審
査
対
象
建
設
業
一
種
類
に
つ
き
二
千
五
百
円
と
し
て

求
に
係
る
も
の
は
、
四
百
円
に
審
査
対
象
建
設
業
一
種
類
に
つ
き
二
百
円
と
し
て
計

計
算
し
た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

算
し
た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

２

法
第
二
十
七
条
の
三
十
一
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
一
万
五
千
九
百
円
と

す
る
。

（
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
経
営
状
況
分
析
手
数
料
）

第
二
十
七
条
の
十
五

法
第
二
十
七
条
の
三
十
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二

十
七
条
の
三
十
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
一
万
五
千
九
百
円
と
す
る
。
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○
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
（
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
登
録
講
習
機
関
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
二
条
の
三

法
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

（
営
業
保
証
金
の
額
）

（
営
業
保
証
金
の
額
）

第
二
条
の
四

（
略
）

第
二
条
の
三

（
略
）

（
法
第
三
十
三
条
等
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
）

（
法
第
三
十
三
条
等
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
）

第
二
条
の
五

（
略
）

第
二
条
の
四

（
略
）
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○
法
人
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
七
号
）
（
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
収
益
事
業
の
範
囲
）

（
収
益
事
業
の
範
囲
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

一
～
二
十
九

（
略
）

一
～
二
十
九

（
略
）

三
十

（
略
）

三
十

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号

ホ

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号

）
第
二
十
三
条
の
十
第
一
項
（
操
縦
試
験
の
免
除
）
に
規
定
す
る
登
録
小
型
船

）
第
二
十
三
条
の
十
第
一
項
（
操
縦
試
験
の
免
除
）
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通

舶
教
習
所
の
う
ち
財
務
省
令
で
定
め
る
教
習
所
に
お
い
て
教
習
と
し
て
行
う
技

大
臣
の
指
定
を
受
け
た
小
型
船
舶
教
習
所
の
う
ち
財
務
省
令
で
定
め
る
教
習
所

芸
の
教
授

に
お
い
て
教
習
と
し
て
行
う
技
芸
の
教
授

２

（
略
）

２

（
略
）
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○
海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
一
号
）
（
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
登
録
確
認
機
関
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
一
条
の
十

法
第
九
条
の
八
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

（
船
級
協
会
等
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
九
条
の
三

法
第
十
七
条
の
十
二
第
三
項
、
第
十
七
条
の
十
五
第
三
項
及
び
第
四
十

三
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
。

次
条
に
お
い
て
「
安
全
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
五
条
の
四
十
八
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
船
舶
安
全
法
施
行
令
（
昭
和
九
年
勅
令
第
十
三

号
。
次
条
に
お
い
て
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
外
国
船
級
協
会
等
の
事
務
所
等
に
お
け
る
検
査
に
要
す
る
費
用
の
負
担
）

第
九
条
の
四

法
第
十
七
条
の
十
二
第
三
項
、
第
十
七
条
の
十
五
第
三
項
及
び
第
四
十

三
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
安
全
法
第
二
十
五
条
の
五
十
八
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
く
検
査
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
施
行
令
第
四
条
の
規
定
を
準
用
す

る
。

（
海
洋
施
設
内
の
日
常
生
活
に
伴
い
生
ず
る
廃
棄
物
の
排
出
海
域
等
に
関
す
る
基
準

（
海
洋
施
設
内
の
日
常
生
活
に
伴
い
生
ず
る
廃
棄
物
の
排
出
海
域
等
に
関
す
る
基
準

）

）

第
九
条
の
五

（
略
）

第
九
条
の
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

別
表
第
二
の
二
（
第
四
条
、
第
九
条
の
五
関
係
）

別
表
第
二
の
二
（
第
四
条
、
第
九
条
の
三
関
係
）
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（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
二
十
九
号
）
（
第
八
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
防
災
要
員
）

（
防
災
要
員
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

十

第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
展
張
船

船
舶
職
員
及
び
小

十

第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
展
張
船

船
舶
職
員
及
び
小

型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に

型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に

よ
り
当
該
船
舶
に
乗
り
組
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
船
舶
職

よ
り
当
該
船
舶
に
乗
り
組
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
船
舶
職

員
又
は
同
法
第
二
十
三
条
の
三
十
一
の
規
定
に
よ
り
当
該
小
型
船
舶
に
乗
船
さ
せ

員
又
は
同
法
第
二
十
三
条
の
二
十
五
の
規
定
に
よ
り
当
該
小
型
船
舶
に
乗
船
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
小
型
船
舶
操
縦
者
（
以
下
「
乗
組
船
舶

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
小
型
船
舶
操
縦
者
（
以
下
「
乗
組
船
舶

職
員
等
」
と
総
称
す
る
。
）
の
ほ
か
二
人

職
員
等
」
と
総
称
す
る
。
）
の
ほ
か
二
人

十
一
・
十
二

（
略
）

十
一
・
十
二

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）
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○
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
八
年
政
令
第
十
三
号
）
（
第
九
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
登
録
海
技
免
許
講
習
等
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
二
条

法
第
十
七
条
の
三
第
一
項
（
法
第
十
七
条
の
十
七
及
び
第
十
七
条
の
十
九
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

（
登
録
海
技
免
状
更
新
講
習
等
に
関
す
る
読
替
え
）

第
三
条

法
第
十
七
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り

と
す
る
。

法
の
規
定
中
読
み
替

読
み
替
え
ら
れ

読
み
替
え
る
字
句

え
る
規
定

る
字
句

第
十
七
条
の
二
第
一

前
条

第
十
七
条
の
十
六

項
及
び
第
二
項

第
十
七
条
の
二
第
二

第
十
七
条
の
十

第
十
七
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す

項
第
二
号
、
第
十
七

一

る
第
十
七
条
の
十
一

条
の
十
四
及
び
第
十

七
条
の
十
五
第
四
号

第
十
七
条
の
二
第
二

登
録
海
技
免
許

登
録
海
技
免
状
更
新
講
習
の

項
第
三
号
及
び
第
三

講
習
の

項
第
三
号



- 12 -

第
十
七
条
の
二
第
二

登
録
海
技
免
許

登
録
海
技
免
状
更
新
講
習
事
務

項
第
三
号
及
び
第
三

講
習
事
務

項
第
四
号
、
第
十
七

条
の
四
（
見
出
し
を

含
む
。
）
、
第
十
七

条
の
七
（
見
出
し
を

含
む
。
）
、
第
十
七

条
の
十
か
ら
第
十
七

条
の
十
二
ま
で
、
第

十
七
条
の
十
三
第
一

項
並
び
に
第
十
七
条

の
十
四

第
十
七
条
の
二
第
三

登
録
海
技
免
許

登
録
海
技
免
状
更
新
講
習
登
録
簿

項

講
習
登
録
簿

第
十
七
条
の
二
第
三

登
録
海
技
免
許

登
録
海
技
免
状
更
新
講
習
を

項
第
二
号

講
習
を

第
十
七
条
の
二
第
三

登
録
海
技
免
許

登
録
海
技
免
状
更
新
講
習
実
施
機
関

項
第
二
号
、
第
十
七

講
習
実
施
機
関

条
の
四
、
第
十
七
条

の
五
、
第
十
七
条
の

六
第
一
項
、
第
十
七

条
の
七
か
ら
第
十
七

条
の
十
二
ま
で
、
第
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十
七
条
の
十
三
第
一

項
及
び
第
十
七
条
の

十
四

第
十
七
条
の
三
第
二

前
二
条

第
十
七
条
の
十
六
及
び
第
十
七
条
の

項

十
七
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条

の
二

第
十
七
条
の
四
及
び

第
十
七
条
の
二

第
十
七
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す

第
十
七
条
の
九

第
一
項

る
第
十
七
条
の
二
第
一
項

第
十
七
条
の
五

第
十
七
条
の
二

第
十
七
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す

第
三
項
第
二
号

る
第
十
七
条
の
二
第
三
項
第
二
号
か

か
ら
第
五
号
ま

ら
第
五
号
ま
で

で

第
十
七
条
の
六
（
見

登
録
海
技
免
許

登
録
海
技
免
状
更
新
講
習
事
務
規
程

出
し
を
含
む
。
）

講
習
事
務
規
程

第
十
七
条
の
六
第
一

登
録
海
技
免
許

登
録
海
技
免
状
更
新
講
習
事
務
の

項

講
習
事
務
の

第
十
七
条
の
十

第
十
七
条
の
四

第
十
七
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す

る
第
十
七
条
の
四

第
十
七
条
の
十
一
、

第
四
条
第
二
項

第
七
条
の
二
第
三
項
第
三
号

第
十
七
条
の
十
四
並
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び
に
第
十
七
条
の
十

五
第
一
号
及
び
第
四

号第
十
七
条
の
十
一
第

第
十
七
条
の
二

第
十
七
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す

一
号

第
二
項
第
一
号

る
第
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
又

又
は
第
三
号

は
第
三
号

第
十
七
条
の
十
一
第

第
十
七
条
の
五

第
十
七
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す

二
号

か
ら
第
十
七
条

る
第
十
七
条
の
五
か
ら
第
十
七
条
の

の
七
ま
で
、
第

七
ま
で
、
第
十
七
条
の
八
第
一
項
又

十
七
条
の
八
第

は
第
十
七
条
の
十
二

一
項
又
は
次
条

第
十
七
条
の
十
一
第

第
十
七
条
の
八

第
十
七
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す

三
号

第
二
項
各
号

る
第
十
七
条
の
八
第
二
項
各
号

第
十
七
条
の
十
一
第

前
二
条

第
十
七
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す

四
号

る
第
十
七
条
の
九
及
び
第
十
七
条
の

十

第
十
七
条
の
十
四
（

海
技
免
許
講
習

海
技
免
状
更
新
講
習
の

見
出
し
を
含
む
。
）

の

及
び
第
十
七
条
の
十

五
第
五
号
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第
十
七
条
の
十
四
及

第
十
七
条
の
七

第
十
七
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す

び
第
十
七
条
の
十
五

る
第
十
七
条
の
七

第
三
号

第
十
七
条
の
十
五
第

第
十
七
条
の
五

第
十
七
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す

二
号

る
第
十
七
条
の
五

第
十
七
条
の
十
五
第

前
条

第
十
七
条
の
十
七
に
お
い
て
準
用
す

五
号

る
第
十
七
条
の
十
四

（
登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
等
に
関
す
る
読
替
え
）

第
四
条

法
第
十
七
条
の
十
九
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り

と
す
る
。

法
の
規
定
中
読
み
替

読
み
替
え
ら
れ

読
み
替
え
る
字
句

え
る
規
定

る
字
句

第
十
七
条
の
二
第
一

前
条

第
十
七
条
の
十
八

項
及
び
第
二
項

第
十
七
条
の
二
第
一

海
技
免
許
講
習

船
舶
職
員
養
成
施
設
に
お
け
る
船
舶

項

が

職
員
の
養
成
が

第
十
七
条
の
二
第
二

第
十
七
条
の
十

第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

項
第
二
号
及
び
第
十

一

る
第
十
七
条
の
十
一
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七
条
の
十
五
第
四
号

第
十
七
条
の
二
第
二

登
録
海
技
免
許

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
に
お
け
る

項
第
三
号

講
習
の
実
施

船
舶
職
員
の
養
成

第
十
七
条
の
二
第
二

登
録
海
技
免
許

登
録
船
舶
職
員
養
成
事
務

項
第
三
号
及
び
第
三

講
習
事
務

項
第
四
号
、
第
十
七

条
の
四
（
見
出
し
を

含
む
。
）
、
第
十
七

条
の
七
（
見
出
し
を

含
む
。
）
、
第
十
七

条
の
十
か
ら
第
十
七

条
の
十
二
ま
で
並
び

に
第
十
七
条
の
十
三

第
一
項

第
十
七
条
の
二
第
三

登
録
海
技
免
許

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
登
録
簿

項

講
習
登
録
簿

第
十
七
条
の
二
第
三

登
録
海
技
免
許

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
に
お
け
る

項
第
二
号
及
び
第
十

講
習
を

船
舶
職
員
の
養
成
を

七
条
の
十

第
十
七
条
の
二
第
三

登
録
海
技
免
許

登
録
船
舶
職
員
養
成
実
施
機
関

項
第
二
号
、
第
十
七

講
習
実
施
機
関
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条
の
四
、
第
十
七
条

の
五
、
第
十
七
条
の

六
第
一
項
、
第
十
七

条
の
七
か
ら
第
十
七

条
の
十
二
ま
で
及
び

第
十
七
条
の
十
三
第

一
項

第
十
七
条
の
二
第
三

登
録
海
技
免
許

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設

項
第
三
号

講
習

第
十
七
条
の
三
第
二

前
二
条

第
十
七
条
の
十
八
及
び
第
十
七
条
の

項

十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
七
条

の
二

第
十
七
条
の
四
及
び

第
十
七
条
の
二

第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

第
十
七
条
の
九

第
一
項

る
第
十
七
条
の
二
第
一
項

第
十
七
条
の
五

第
十
七
条
の
二

第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

第
三
項
第
二
号

る
第
十
七
条
の
二
第
三
項
第
二
号
か

か
ら
第
五
号
ま

ら
第
五
号
ま
で

で

第
十
七
条
の
六
（
見

登
録
海
技
免
許

登
録
船
舶
職
員
養
成
事
務
規
程

出
し
を
含
む
。
）

講
習
事
務
規
程
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第
十
七
条
の
六
第
一

登
録
海
技
免
許

登
録
船
舶
職
員
養
成
事
務
の

項

講
習
事
務
の

第
十
七
条
の
六
第
二

登
録
海
技
免
許

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
に
お
け
る

項

講
習
の
実
施
方

船
舶
職
員
の
養
成
の
方
法
、
登
録
船

法
、
登
録
海
技

舶
職
員
養
成
施
設
に
お
け
る
船
舶
職

免
許
講
習

員
の
養
成

第
十
七
条
の
八
第
二

登
録
海
技
免
許

登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設
に
お
け
る

項

講
習
を
受
講
し

教
育
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

よ
う
と
す
る
者

第
十
七
条
の
十

第
十
七
条
の
四

第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

る
第
十
七
条
の
四

第
十
七
条
の
十
一
並

第
四
条
第
二
項

第
十
三
条
の
二
第
一
項

び
に
第
十
七
条
の
十

五
第
一
号
及
び
第
四

号第
十
七
条
の
十
一
第

第
十
七
条
の
二

第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

一
号

第
二
項
第
一
号

る
第
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
又

又
は
第
三
号

は
第
三
号

第
十
七
条
の
十
一
第

第
十
七
条
の
五

第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

二
号

か
ら
第
十
七
条

る
第
十
七
条
の
五
か
ら
第
十
七
条
の
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の
七
ま
で
、
第

七
ま
で
、
第
十
七
条
の
八
第
一
項
又

十
七
条
の
八
第

は
第
十
七
条
の
十
二

一
項
又
は
次
条

第
十
七
条
の
十
一
第

第
十
七
条
の
八

第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

三
号

第
二
項
各
号

る
第
十
七
条
の
八
第
二
項
各
号

第
十
七
条
の
十
一
第

前
二
条

第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

四
号

る
第
十
七
条
の
九
及
び
第
十
七
条
の

十

第
十
七
条
の
十
五
第

第
十
七
条
の
五

第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

二
号

る
第
十
七
条
の
五

第
十
七
条
の
十
五
第

第
十
七
条
の
七

第
十
七
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

三
号

る
第
十
七
条
の
七

（
乗
組
み
基
準
）

（
乗
組
み
基
準
）

第
五
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
指
定
試
験
機
関
の
指
定
の
有
効
期
間
）

（
指
定
試
験
機
関
の
指
定
の
有
効
期
間
）

第
六
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

（
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
等
の
登
録
の
有
効
期
間
）
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第
七
条

法
第
二
十
三
条
の
二
十
七
第
一
項
（
法
第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

（
登
録
小
型
船
舶
教
習
所
等
に
関
す
る
読
替
え
）

第
八
条

法
第
二
十
三
条
の
二
十
八
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と

お
り
と
す
る
。

法
の
規
定
中
読
み
替

読
み
替
え
ら
れ

読
み
替
え
る
字
句

え
る
規
定

る
字
句

第
十
七
条
の
四
及
び

第
十
七
条
の
二

第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
一
項

第
十
七
条
の
九

第
一
項

第
十
七
条
の
五

第
十
七
条
の
二

第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
三
項
第
二

第
三
項
第
二
号

号
か
ら
第
五
号
ま
で

か
ら
第
五
号
ま

で

第
十
七
条
の
六
（
見

登
録
海
技
免
許

登
録
小
型
船
舶
教
習
事
務
規
程

出
し
を
含
む
。
）

講
習
事
務
規
程

第
十
七
条
の
六
第
二

登
録
海
技
免
許

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
お
け
る
小

項

講
習
の
実
施
方

型
船
舶
操
縦
者
の
教
習
の
方
法
、
登

法
、
登
録
海
技

録
小
型
船
舶
教
習
所
に
お
け
る
小
型

免
許
講
習

船
舶
操
縦
者
の
教
習



- 21 -

第
十
七
条
の
八
第
二

登
録
海
技
免
許

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
お
け
る
小

項

講
習
を
受
講
し

型
船
舶
操
縦
者
の
教
習
を
受
け
よ
う

よ
う
と
す
る
者

と
す
る
者

第
十
七
条
の
十

第
十
七
条
の
四

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準

用
す
る
第
十
七
条
の
四

登
録
海
技
免
許

登
録
小
型
船
舶
教
習
所
に
お
け
る
小

講
習
を

型
船
舶
操
縦
者
の
教
習
を

第
十
七
条
の
十
一
並

第
四
条
第
二
項

第
二
十
三
条
の
十
第
一
項

び
に
第
十
七
条
の
十

五
第
一
号
及
び
第
四

号第
十
七
条
の
十
一
第

第
十
七
条
の
二

第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
二
項
第
一

一
号

第
二
項
第
一
号

号
又
は
第
三
号

又
は
第
三
号

第
十
七
条
の
十
一
第

第
十
七
条
の
五

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準

二
号

か
ら
第
十
七
条

用
す
る
第
十
七
条
の
五
か
ら
第
十
七

の
七
ま
で
、
第

条
の
七
ま
で
、
第
十
七
条
の
八
第
一

十
七
条
の
八
第

項
又
は
第
十
七
条
の
十
二

一
項
又
は
次
条

第
十
七
条
の
十
一
第

第
十
七
条
の
八

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準
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三
号

第
二
項
各
号

用
す
る
第
十
七
条
の
八
第
二
項
各
号

第
十
七
条
の
十
一
第

前
二
条

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準

四
号

用
す
る
第
十
七
条
の
九
及
び
第
十
七

条
の
十

第
十
七
条
の
十
五
第

第
十
七
条
の
五

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準

二
号

用
す
る
第
十
七
条
の
五

第
十
七
条
の
十
五
第

第
十
七
条
の
七

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準

三
号

用
す
る
第
十
七
条
の
七

第
十
七
条
の
十
五
第

第
十
七
条
の
十

第
二
十
三
条
の
二
十
八
に
お
い
て
準

四
号

一

用
す
る
第
十
七
条
の
十
一

（
登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
等
に
関
す
る
読
替
え
）

第
九
条

法
第
二
十
三
条
の
三
十
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お

り
と
す
る
。

法
の
規
定
中
読
み
替

読
み
替
え
ら
れ

読
み
替
え
る
字
句

え
る
規
定

る
字
句

第
十
七
条
の
四
の
見

登
録
海
技
免
許

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
事
務

出
し
、
第
十
七
条
の

講
習
事
務

七
（
見
出
し
を
含
む
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。
）
、
第
十
七
条
の

十
か
ら
第
十
七
条
の

十
二
ま
で
、
第
十
七

条
の
十
三
第
一
項
及

び
第
十
七
条
の
十
四

第
十
七
条
の
四

登
録
海
技
免
許

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
を
行
う

講
習
実
施
機
関

者
（
以
下
「
登
録
操
縦
免
許
証
更
新

講
習
実
施
機
関
」
と
い
う
。
）

登
録
海
技
免
許

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
の
実
施

講
習
事
務

に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
登
録
操
縦

免
許
証
更
新
講
習
事
務
」
と
い
う
。

）

第
十
七
条
の
四
及
び

第
十
七
条
の
二

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用

第
十
七
条
の
九

第
一
項

す
る
第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
一
項

第
十
七
条
の
五
、
第

登
録
海
技
免
許

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
実
施
機

十
七
条
の
六
第
一
項

講
習
実
施
機
関

関

、
第
十
七
条
の
七
か

ら
第
十
七
条
の
十
二

ま
で
、
第
十
七
条
の

十
三
第
一
項
及
び
第

十
七
条
の
十
四



- 24 -

第
十
七
条
の
五

第
十
七
条
の
二

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用

第
三
項
第
二
号

す
る
第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
三
項

か
ら
第
五
号
ま

第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で

で

第
十
七
条
の
六
（
見

登
録
海
技
免
許

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
事
務
規

出
し
を
含
む
。
）

講
習
事
務
規
程

程

第
十
七
条
の
六
第
一

登
録
海
技
免
許

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
事
務
の

項

講
習
事
務
の

第
十
七
条
の
十

第
十
七
条
の
四

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用

す
る
第
十
七
条
の
四

第
十
七
条
の
十
一
、

第
四
条
第
二
項

第
二
十
三
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用

第
十
七
条
の
十
四
並

す
る
第
七
条
の
二
第
三
項
第
三
号

び
に
第
十
七
条
の
十

五
第
一
号
及
び
第
四

号第
十
七
条
の
十
一
第

第
十
七
条
の
二

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用

一
号

第
二
項
第
一
号

す
る
第
二
十
三
条
の
二
十
六
第
二
項

又
は
第
三
号

第
一
号
又
は
第
三
号

第
十
七
条
の
十
一
第

第
十
七
条
の
五

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用

二
号

か
ら
第
十
七
条

す
る
第
十
七
条
の
五
か
ら
第
十
七
条

の
七
ま
で
、
第

の
七
ま
で
、
第
十
七
条
の
八
第
一
項
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十
七
条
の
八
第

又
は
第
十
七
条
の
十
二

一
項
又
は
次
条

第
十
七
条
の
十
一
第

第
十
七
条
の
八

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用

三
号

第
二
項
各
号

す
る
第
十
七
条
の
八
第
二
項
各
号

第
十
七
条
の
十
一
第

前
二
条

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用

四
号

す
る
第
十
七
条
の
九
及
び
第
十
七
条

の
十

第
十
七
条
の
十
四
（

海
技
免
許
講
習

操
縦
免
許
証
更
新
講
習
の

見
出
し
を
含
む
。
）

の

及
び
第
十
七
条
の
十

五
第
五
号

第
十
七
条
の
十
四
及

第
十
七
条
の
七

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用

び
第
十
七
条
の
十
五

す
る
第
十
七
条
の
七

第
三
号

第
十
七
条
の
十
四
及

第
十
七
条
の
十

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用

び
第
十
七
条
の
十
五

一

す
る
第
十
七
条
の
十
一

第
四
号

第
十
七
条
の
十
五
第

第
十
七
条
の
五

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用

二
号

す
る
第
十
七
条
の
五
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第
十
七
条
の
十
五
第

前
条

第
二
十
三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用

五
号

す
る
第
十
七
条
の
十
四

第
二
十
三
条
の
二
十

前
条

第
二
十
三
条
の
二
十
九

六
第
一
項

第
二
十
三
条
の
二
十

第
二
十
三
条
の

第
二
十
三
条
の
三
十

六
第
二
項
第
二
号

二
十
八

第
二
十
三
条
の
二
十

登
録
小
型
船
舶

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
事
務

六
第
二
項
第
三
号

教
習
所
に
お
け

る
小
型
船
舶
操

縦
者
の
教
習
に

関
す
る
事
務
（

以
下
「
登
録
小

型
船
舶
教
習
事

務
」
と
い
う
。

）

第
二
十
三
条
の
二
十

登
録
小
型
船
舶

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
登
録
簿

六
第
三
項

教
習
所
登
録
簿

第
二
十
三
条
の
二
十

登
録
小
型
船
舶

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
実
施
機

六
第
三
項
第
二
号

教
習
所
に
お
け

関

る
小
型
船
舶
操

縦
者
の
教
習
を
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行
う
者
（
以
下

「
登
録
小
型
船

舶
教
習
実
施
機

関
」
と
い
う
。

）

第
二
十
三
条
の
二
十

登
録
小
型
船
舶

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習

六
第
三
項
第
三
号

教
習
所

第
二
十
三
条
の
二
十

登
録
小
型
船
舶

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
事
務

六
第
三
項
第
四
号

教
習
事
務

第
二
十
三
条
の
二
十

前
二
条

第
二
十
三
条
の
二
十
九
及
び
第
二
十

七
第
二
項

三
条
の
三
十
に
お
い
て
準
用
す
る
第

二
十
三
条
の
二
十
六

（
乗
船
基
準
）

（
乗
船
基
準
）

第
十
条

法
第
二
十
三
条
の
三
十
一
第
一
項
の
乗
船
基
準
は
、
別
表
第
二
の
表
の
小
型

第
四
条

法
第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
一
項
の
乗
船
基
準
は
、
別
表
第
二
の
表
の
小
型

船
舶
の
欄
に
掲
げ
る
小
型
船
舶
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
資
格
の
欄
に
定

船
舶
の
欄
に
掲
げ
る
小
型
船
舶
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
資
格
の
欄
に
定

め
る
資
格
に
つ
い
て
の
操
縦
免
許
を
受
け
た
者
を
小
型
船
舶
操
縦
者
と
し
て
乗
船
さ

め
る
資
格
に
つ
い
て
の
操
縦
免
許
を
受
け
た
者
を
小
型
船
舶
操
縦
者
と
し
て
乗
船
さ

せ
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に

せ
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

第
十
一
条

機
関
長
に
係
る
法
第
二
十
三
条
の
三
十
五
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
小
型

第
五
条

機
関
長
に
係
る
法
第
二
十
三
条
の
二
十
九
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
小
型
船
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船
舶
は
、
帆
船
以
外
の
小
型
船
舶
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
区
域
を
航
行

舶
は
、
帆
船
以
外
の
小
型
船
舶
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
区
域
を
航
行
す

す
る
も
の
と
し
、
機
関
長
に
係
る
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
こ
れ
に
、
機
関

る
も
の
と
し
、
機
関
長
に
係
る
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
こ
れ
に
、
機
関
長

長
と
し
て
、
六
級
海
技
士
（
機
関
）
の
資
格
又
は
こ
れ
よ
り
上
級
の
資
格
に
つ
い
て

と
し
て
、
六
級
海
技
士
（
機
関
）
の
資
格
又
は
こ
れ
よ
り
上
級
の
資
格
に
つ
い
て
の

の
海
技
免
許
を
受
け
た
者
を
乗
船
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

海
技
免
許
を
受
け
た
者
を
乗
船
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

２

通
信
長
に
係
る
法
第
二
十
三
条
の
三
十
五
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
小
型
船
舶
及

２

通
信
長
に
係
る
法
第
二
十
三
条
の
二
十
九
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
小
型
船
舶
及

び
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
第
二
条
に
規
定
す
る
乗
組
み
基
準
の
う
ち
通
信
長
に
係

び
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
第
二
条
に
規
定
す
る
乗
組
み
基
準
の
う
ち
通
信
長
に
係

る
も
の
（
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
部
分
に
限
る
。
）
と
す
る
。

る
も
の
（
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
部
分
に
限
る
。
）
と
す
る
。

（
第
五
条
関
係
）

（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
一

別
表
第
一

配
乗
表
の
適
用
に
関
す
る
通
則

配
乗
表
の
適
用
に
関
す
る
通
則

１
～

（
略
）

１
～

（
略
）

１３

１３

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
１
水
域
」
、
「
Ａ
２
水
域
」
、
「
Ａ
３
水
域
」
又
は
「

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
１
水
域
」
、
「
Ａ
２
水
域
」
、
「
Ａ
３
水
域
」
又
は
「

１４

１４

Ａ
４
水
域
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
船
舶
安
全
法
第
二
十
九
条
ノ
三
第
一
項
の
規
定
に

Ａ
４
水
域
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
船
舶
安
全
法
第
二
十
九
条
ノ
三
の
規
定
に
基
づ
く

基
づ
く
国
土
交
通
省
令
に
規
定
す
る
Ａ
１
水
域
、
Ａ
２
水
域
、
Ａ
３
水
域
又
は
Ａ

国
土
交
通
省
令
に
規
定
す
る
Ａ
１
水
域
、
Ａ
２
水
域
、
Ａ
３
水
域
又
は
Ａ
４
水
域

４
水
域
を
い
う
。

を
い
う
。

一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

別

（
第
十
条
関
係
）

（
第
四
条
関
係
）

表
第
二

別
表
第
二

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○
計
量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
（
第
十
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
使
用
の
制
限
の
特
例
に
係
る
特
定
計
量
器
）

（
使
用
の
制
限
の
特
例
に
係
る
特
定
計
量
器
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

一
～
十

（
略
）

一
～
十

（
略
）

十
一

第
二
条
第
三
号
イ

に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
気
象
業
務
法
（
昭
和
二
十
七

十
一

第
二
条
第
三
号
イ

に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
気
象
業
務
法
（
昭
和
二
十
七

(1)

(1)

年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
五
条
の
証
明
に
用
い
る
温
度
計
で
あ
っ
て
、
同

年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
五
条
の
証
明
に
用
い
る
温
度
計
で
あ
っ
て
、
同

法
第
九
条
の
検
定
に
合
格
し
た
も
の
及
び
同
条
の
検
定
に
合
格
す
る
も
の
と
気
象

法
第
二
十
七
条
の
検
定
に
合
格
し
た
も
の
及
び
同
条
の
検
定
に
合
格
す
る
も
の
と

庁
長
官
が
認
め
た
も
の

気
象
庁
長
官
が
認
め
た
も
の
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○
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
（
第
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
八
条
第
一
項
の
手
数
料
に
つ
い
て
全
国
的
に
統
一
し
て
定

地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
八
条
第
一
項
の
手
数
料
に
つ
い
て
全
国
的
に
統
一
し
て
定

め
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
務
（
以
下
「
標

め
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
務
（
以
下
「
標

準
事
務
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同
項
の
当
該
標
準

準
事
務
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同
項
の
当
該
標
準

事
務
に
係
る
事
務
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
手
数
料
を
徴
収
す
る
事
務
」

事
務
に
係
る
事
務
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
手
数
料
を
徴
収
す
る
事
務
」

と
い
う
。
）
は
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
標
準
事
務
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄

と
い
う
。
）
は
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
標
準
事
務
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄

に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
手
数

に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
手
数

料
を
徴
収
す
る
事
務
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
と
す
る
。

料
を
徴
収
す
る
事
務
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
と
す
る
。

標

準

事

務

手
数
料
を
徴
収
す
る
事
務

金

額

標

準

事

務

手
数
料
を
徴
収
す
る
事
務

金

額

一
～
二
十
六

（
略
）

一
～
二
十
六

（
略
）

二
十
七

建
設
業
法
第

建
設
業
法
第
二
十
七
条
の

八
千
百
円
と
二
千
三
百

二
十
七

建
設
業
法
第

建
設
業
法
第
二
十
七
条
の

二
万
四
千
四
百
円
と
二

二
十
七
条
の
二
十
六

二
十
六
第
一
項
の
規
定
に

円
に
評
価
に
係
る
建
設

二
十
七
条
の
二
十
三

二
十
三
第
一
項
の
規
定
に

千
五
百
円
に
審
査
に
係

第
一
項
の
規
定
に
基

基
づ
く
経
営
規
模
等
評
価

業
の
種
類
数
を
乗
じ
て

第
一
項
の
規
定
に
基

基
づ
く
経
営
事
項
審
査

る
建
設
業
の
種
類
数
を

づ
く
経
営
規
模
等
評

得
た
額
と
の
合
計
額

づ
く
経
営
事
項
審
査

乗
じ
て
得
た
額
と
の
合

価
に
関
す
る
事
務

に
関
す
る
事
務

計
額

二
十
七
の
二

建
設
業

建
設
業
法
第
二
十
七
条
の

四
百
円
と
二
百
円
に
通

法
第
二
十
七
条
の
二

二
十
九
第
一
項
の
規
定
に

知
に
係
る
建
設
業
の
種

十
九
第
一
項
の
規
定

基
づ
く
総
合
評
定
値
の
通

類
数
を
乗
じ
て
得
た
額

に
基
づ
く
総
合
評
定

知

と
の
合
計
額
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値
の
通
知
に
関
す
る

事
務

二
十
八
～
百
八

（
略

二
十
八
～
百
八

（
略

）

）
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○
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
二
百
三
十
八
号
）
（
第
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
等
に
係
る
登
録
講
習
機
関
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
四
条

法
第
四
十
一
条
の
五
第
一
項
（
法
第
六
十
一
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
の
講
習
手
数
料
）

（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
の
講
習
手
数
料
）

第
五
条

法
第
四
十
一
条
の
十
五
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
一
万
三

第
四
条

法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
一
万
三
千
五
百

千
五
百
円
と
す
る
。

円
と
す
る
。

第
六
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

（
管
理
業
務
主
任
者
の
講
習
手
数
料
）

第
八
条

法
第
六
十
一
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
一
条
の
十
五
第
三
項
の

政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
六
千
七
百
円
と
す
る
。

（
管
理
業
務
主
任
者
の
登
録
等
の
手
数
料
）

（
管
理
業
務
主
任
者
の
登
録
等
の
手
数
料
）

第
九
条

法
第
六
十
八
条
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

第
七
条

法
第
六
十
八
条
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
削
除
）

三

法
第
六
十
条
第
二
項
本
文
（
法
第
六
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
講
習
（
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
よ
う
と
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す
る
者

六
千
七
百
円


